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廃炉作業に伴い追加的に上昇する敷地境界実効線量（評価値）の制限達成目標

以下の取り組みを継続し、平成27年度末(平成28年3月末）ま
でに、廃炉作業に伴い追加的に上昇する敷地境界実効線量（評価値
）を１ｍＳｖ／年未満とすることを目指す。

ＲＯ濃縮水貯槽に貯水している汚染水を処理し、貯水している汚染水の濃度
を低減する

がれき等の保管を埋設型とすることや、減容処理したうえで専用の保存庫等
に保管する

連続測定するデータを用いて、より現実的な気体廃棄物の放出量評価を行う
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敷地境界実効線量（評価値）の推移

○実効線量の評価は、下記の全ての仮定を取り込んで評価している。

気体廃棄物：放射性雲からの影響が最大となる地点に24時間・365日間立ち続けていると仮定した評価

液体廃棄物：最も濃い液体廃棄物を約２リットル／日・365日間飲み続けると仮定した評価

直接線・スカイシャイン線：構内に設置した施設からの直接線・スカイシャイン線が最大となる地点に
24時間・365日間立ち続けると仮定した評価

敷地境界線量に起因する対象物
平成２６年３月末 平成２７年３月末

気体廃棄物 0.03 0.03
固体廃棄物 0.54 0.56
構内散水 0.075 0.075
液体廃棄物 0.22 0.22
ＲＯ濃縮水貯槽 9.19 0.9
合計 10.06 1.79

目標：1mSv/年
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これまでの実績

以下の取り組みを継続し、平成2６年度末(平成2７年3月末）ま
でに、廃炉作業に伴い追加的に上昇する敷地境界実効線量（評価値
）を２ｍＳｖ／年未満とすることができた。

○多核種除去設備等によるＲＯ濃縮水処理

○一部の固体廃棄物（一時保管エリア）について実態に合わせた評価の実施

○固体廃棄物保管エリアの受け入れ上限値（表面線量率）の変更

○新規設備（高性能多核種除去設備、固体廃棄物の一時保管エリア）等の

設置に伴う適切な遮へい設計


